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6
まちあるき
事業

「ツアー参加者数（人／年）」
【1,000人 → 650人】
（H28実績　586人）

　平成29年度から，主要な２コース
について内容の見直しを行った。
　ＫＰＩの実績値は特別なイベント
等の実績も含まれているため，目標
値を平成28年度比約１割増しの650
人に見直す。

にぎわい室

9
さかいでブ
ランド認定
制度

　ＫＰＩを変更する。

「さかいでブランド認定件数」
【100件】（H28実績　58件）
　　　　⇓
「ふるさと坂出応援寄付」にお
ける「さかいでブランド認定品
の返礼件数」
【700件】
（H28実績　450件）

　さかいでブランド認定制度につい
ては，「本市の知名度の向上，産業
の振興および地域の活性化を図る」
ことを目的としており，「認定品数
を増やすこと」を目的として実施し
ているものではない。
　当該制度の趣旨を踏まえ，ＫＰＩ
については，より認知度の向上等を
測ることができる「ふるさと坂出応
援寄付におけるさかいでブランド認
定品の返礼件数」に変更し，引き続
き，さかいでブランド認定品の知名
度向上等に努めていく。

産業課

18

各種検診事
業（特定健
康診査受診
率）

「特定健康診査受診率」
【80%】（今後検討）
（H28実績　36.0%）

　第3期特定健康診査等実施計画
（平成30～35年度）を今年度に策定
予定であり，国の指針も提示されて
いることから，その指針を踏まえつ
つ，目標数値の変更を行う予定とし
ている。

けんこう課

25

地域包括ケ
アシステム
の構築に向
けた取組

「認知症サポーター登録者数」
【5,000人】（現状維持）
（H28実績　3,062人）

「地域ケア会議の開催回数
（累計）」
【29回】（現状維持）
（H28実績　8回）

「認知症サポーター登録者数」
　これまでは，市内全地区にて認知
症サポーター養成講座を実施したと
ころである。今後は，小・中学校や
市内企業への働きかけを強化し，登
録者数の増加を図っていく。

「地域ケア会議の開催回数」
　当初２か年は開催回数が少なかっ
たが，現在は専門職等を増員し，ほ
ぼ2か月に1回開催している。今後
は，地域が抱える課題や困難事例等
の問題解決に向けた資源開発の検討
を含め，より充実した地域ケア会議
を開催するために，開催期間の間隔
を適宜見直していく。

かいご課

平成２９年度第１回坂出市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議における
主なご意見とその対応状況について

（目標達成が困難なＫＰＩについては，これまでの取組の反省点やその原因等を整理したうえで，
新たな目標値を設定するとともに，今後の目標達成に向けた計画を明示すべき。）
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29
自治会活動
保険補助金

「補助件数（件数／年）」
【60件】（現状維持）
（H28実績　30件）

　平成26年度当初値34件に対してほ
ぼ倍増となる年間60件の利用を目標
値と考えている。
　平成27年度が36件，平成28年度が
30件と利用件数は横ばいで推移して
いるが，会長が１年ごとに交代する
単位自治会も多く，制度の存在自体
を知らない会長も増えていると思わ
れることから，制度の周知をより一
層図っていくことで，目標値の達成
を目指していく。

共働課

31
ラジオ体操
普及事業

「普及拠点数」
【12か所 →
　 8か所(ミニ広場を含む。)】
（H28実績　4か所）

　各地区自治会等にお願いをしてい
るが，ラジオ体操広場の世話をする
人の確保や開設場所の選定など問題
も多く，目標の達成が難しい状況と
なっている。
　今後も各地区との協議を続けると
ともに，ラジカセを持ちこみ小規模
で実施するミニ広場の開設も進め
る。

生涯学習課
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